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　本機はパルプを水と共に高速回転し、単繊維にほぐす目的で製
作されたものです。この離解法は JIS または ISO 規格離解法です。
その用途は広く、紙葉調製、濾水度測定、漂白、篩分等の試料準備
作業に使用されます。本機は回転数を自由に変えることができる、
標準規格での離解と異なった条件で作業する時に使用されるもの
です。

容 　 　 量
濃 　 　 度
回 転 数
離 解 時 間
オプション
モ ー タ
外 形 寸 法
重 　 　 量

2L
Max 3％　
750 ～ 3,000rpm　
タイマー設定式 
ジャケット式試料槽　
3相 200/220V 50/60Hz 0.4kW 3A
250×600×770mm　
85kg

容 　 　 量
濃 　 　 度
離 解 時 間
モ ー タ
外 形 寸 法

重 　 　 量

5L, 10L, 20L
Max 2.5％　
タイマー設定式 
3 相 200/220V 0.75kW～ 2.2kW　
645×420×680mm（5L） 670×420×800mm（10L）
730×475×950mm（20L）
120kg（5L）　126kg（10L）　143kg（20L）

　本機は標準パルプ離解機と同様に使用されますが、比較的大量
の試料を一度に離解処理する際に利用されています。紙葉調整の
前処理に必須の機械です。

容 　 　 量
濃 　 　 度
試 料 槽
回 転 数
離 解 時 間
モ ー タ
排 出 孔
外 形 寸 法
重 　 　 量

30L　
Max 2.5％　
専用架台固定式　
2000rpm
タイマー設定式 
3 相 200/220V 2.2kW 9A　
52mmφ（バルブ開閉レバー式）　
500×750×1440mm　
157kg

大型パルプ離解機（30L）
　スラリーは容器底部の排水孔より排出されるため、容器出し入
れの必要がなく、大変操作しやすくなっています。

　本機はパルプを水と共に高速回転し、単繊維にほぐす目的で製
作されたものです。この離解法は JIS または ISO 規格離解法です。
その用途は広く、紙葉調製、濾水度測定、叩解、漂白、篩分等の試料
準備作業に使用されます。

容 　 　 量
濃 　 　 度
試 　 　 料
回 転 数
タ イ マ ー
参 考 規 格

モ ー タ
外 形 寸 法
重 　 　 量

2L
1.2％　
絶乾 24g
3,000rpm　
自動停止機能 
P-8220-1-2012,P-8220-2-2013, 
TAPPI T205om-88, ISO 5263
100/110V 50/60Hz 0.2kW 6A
260×500×460mm　
30kg　（槽重量　3.6kg）

容 　 　 量
濃 　 　 度
試 　 　 料
試料槽材質
ランナー直径
回 転 数
モ ー タ
無段変速機構
電 　 　 源
外 形 寸 法
重 　 　 量

100L ～ 500L　
3％　
3～ 15kg　
SUS-304　
200 ～ 300mm　
500 ～ 1300rpm　
3相 200/220V 7.5kW　
インバーター制御
3相 200/220V 50/60Hz 30A
1200×1500×1800mm（500L）
950kg（500L）

　本機は製紙工場で使用されているパルパーの小型版で、パルプ
又は古紙を短時間に離解できるパルパーです。スラリーを効果的
に回流させ剪断作用を与えるため、インペラーは底面に位置し、離
解時間の短縮及び動力コストの低減化につなげています。
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